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令和元年第３回北海道議会定例会 予算特別委員会〔経済部審査〕 開催状況

開催年月日 令和元年１０月１日
質 問 者 日本共産党 真下 紀子 委員
答 弁 者 環境・エネルギー室長、

環境・エネルギー室参事

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

一 原子力政策について
（一）放射能汚染水放出発言の受け止め等について
（真下委員） （環境・エネルギー室長）
東京電力福島第一原発事故後、高濃度放射性物質ト 処理水の海洋放出についてでございますが、処理水

リチウムを含んだ放射能汚染水がタンクにたまり続け の取扱いについては、国の基本指針において「安全性、
ている中、原田前環境大臣は退任前日の９月１０日に、 技術の成立性、風評被害などの社会的な観点等も含め
放射能汚染水を「海に放出して希釈するしか方法がな た総合的な検討を進める」とされているところでござ
い」とのべて、大きな批判を浴びました。 いますが、道といたしましては、「安全性が確保され
トリチウムを含む放射能汚染水の放出は、国民の関 るまで保管を続けるべきで、海洋放出は絶対に認めら

心も高く、報道番組「ミヤネ屋」でこの問題について れない」という漁業関係者の声にもしっかりと耳を傾
各都道府県の考えを調査したと聞いておりますが、道 けながら、検討にあたってもらいたいと考えており、
はどのように回答したのか伺います。私は過酷事故に マスコミからの照会にも、その旨回答したところでご
よる被災の現実を顧みない発言ではないかと考えるわ ざいます。
けですけども、道としての受け止めを伺います。

（二）国への対応について
（真下委員） （西岡参事）
自分事としてですね、受け止めてないというふうに 処理水の取扱いについてでございますが、福島第一

思います。漁業関係者の声をしっかり受け止めるべき 原発の事故では、いまだ多くの住民の方々が長期間に
はあなたたちなんじゃないでしょうか。 わたって避難生活を余儀なくされているところであ
福島は今も放射能汚染によって、帰還できない、暮 り、ひとたび原発事故が起きれば、住民生活や社会経

らせない、不安におびえて地域と住民の方々が苦しん 済に甚大な影響があるものと認識しております。
でいるわけです。この汚染水処理については経産省の 道では本年７月、全国知事会を通じ、経済産業省な
小委員会で検討しているわけですけども、原子力政策 どに対し、「処理水の取扱いについては、環境や風評
を所管する経済産業省をふくめ、国に対して、経済部 への影響などを十分議論の上、国民に丁寧に説明しな
がですね、強く抗議すべきではありませんか。 がら慎重に検討を進める」よう、要請をしたところで

ございます。

（三）放射能汚染水の管理について
（真下委員） （西岡参事）
まあそれはあの前大臣の発言前の対応ですよね。そ 処理水の管理についてでございますが、経済産業省

うじゃなくて機会あるごとにキチッと対応しないと道 では、昨年開催された説明・公聴会での意見も踏まえ、
の態度というものが疑われるわけです。 タンクへの貯蔵継続を選択肢の一つとして、処分方法
放射能処理済みの汚染水の８５％は基準値を超える の選択のための論点整理を進めるとしておりまして、

放射性核種が残っており、特にトリチウムだけを含む 道としては、こうした国の動きを注視するとともに、
処理水でないことは明白になっております。この処理 引き続き慎重な検討を国に求めてまいります。
水についても、海洋放出は行わず、タンクでの貯蔵管
理を継続するよう、道としても、経産省に求めるべき
ではありませんか。

【追加質問】
（真下委員）
水産林務部所管の分科会審議でですね、水産林務部

長から安全が確認できるまでは海への再放出は絶対に
許されるべきではないという２０１１年の部長発言を
踏襲すると、見解に変わりは無いと答弁しました。先
ほども答弁にありましたけれども、海洋放出に余地を
残してはならないと思うんですけど、どうなんですか。

（真下委員）
答弁ずいぶん時間かかっているもんですから、知事

に直接伺うことにします。皆さんのところでは回答が
出ないようなので。待ち切れません。
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（四）泊発電所のトリチウムの放出について
（真下委員） （環境・エネルギー室長）
ちなみにですね、お伺いしておきたいんですけど、 泊発電所のトリチウムについてでございますが、北

泊原子力発電所では、トリチウムが放出をされ続けて 電によれば、泊発電所においては、試運転を開始した
います。これまでどれだけ放出されているのか。また、 昭和６３年度から平成３０年度までの合計で気体で１
原子力政策を続ける限り、トリチウムが放出されるこ ２兆ベクレル、液体で５７０兆ベクレルのトリチウム
とについて道はどのように認識しているのか、伺いま を放出しておりますが、その濃度は、原子炉等規制法
す。 で定められた基準の範囲内となっていると承知してお

ります。
電気事業者においては、引き続き関係する法令や安

全基準の遵守はもとより、事業についてその安全性も
含め、丁寧な説明に努めるべきと考えます。

【指摘】
（真下委員）
問題の本質を避けて通ったらだめだと思いますよ、

トリチウムは原発がなければ出ないんです。増えない
んです。確かに半減期は短いです。しかし絶対量は増
えていくわけです。薄めて放出すれば良いというもの
ではないので、これも含めて知事に直接お伺いしたい
と思いますので、委員長、お取り計らいをお願いしま
す。


